
2年生の「地域実習Ⅱ」では、地域社会が直面する諸問題の解決に向
け、派遣される実習地において一定期間の活動を行います。現地の産業
や観光資源、自然環境などを理解したうえで、学生同士、そして現地住
民とも協力しながら、その地域が抱える課題の解決策を考えます。現地に

「行って、見て、話して、触れて、食べて、感じる」ことが、課題解決
に向けた出発点になります。

「地域課題解決実践論」は、キャンパスに近い巣鴨の活性化や、より広
範囲に豊島区全体の地域振興を考える科目。東京もひとつの「地方・
地域」であり、過疎化が進む地方と、その対極にある過密都市・東京
に共通する課題が見つかるケースもあります。こうしてさまざまな地域に
広く興味・関心を持ち、知見を蓄えた成果を4年次の卒業研究につなげ
ます。

● 地域創生学科の就職実績（過去3年間）

石川樹脂工業株式会社／株式会社ぎょうせい／クラブツーリズム株式会社／警視
庁／小海町役場／株式会社ジェイアール東海ツアーズ／静岡カントリーグループ
／株式会社白川プロ／大東京信用組合／大東建託パートナーズ株式会社／株式会
社東京ドームホテル／東京東信用金庫／登米市役所／日本年金機構／株式会社は
とバス／株式会社バンダイナムコピクチャーズ／益田市役所／水戸証券株式会社
／箕輪町役場／株式会社臨海（五十音順）

学びのキーワード
経 済 学 経 営 学 社 会 学

地域創生こそ、日本最大の力である。
今、日本では都道府県から地域の市区町村に至る行政、企業、各種団体、そして日本
で暮らす一人ひとりのつながりから生まれるネットワークの拡大が求められています。だ
からこそ、これからの社会を築いていくみなさんには、都市の視点で地域活性化に貢献し、
それと同時に地方の視点で都市問題にアプローチできる力が必要になると大正大学は考
えます。数週間にわたる長期の地域実習を軸に、都市と地方の双方に関わりを持ちなが
ら、日本の未来を創造できる「地域人」を目指しましょう。

地 域 創 生 学 部

地 域 創 生 学 科
FACULTY OF REGIONAL DEVELOPMENT

DEPARTMENT OF REGIONAL DEVELOPMENT

地域創生学科の魅力

地域創生学科では経済学をはじめとして、経営学、社会学など様々な学問分野を横断的
に学ぶことができます。そこで得た知識を基礎として、持続可能な地域づくりだけでなく、
東京にある大学という利点を生かし、都市と地方の共生、都市における地域創生をフィー
ルドワークを行うことによって実践的に習得していきます。この知識と実践、理論と行動
の融合が可能なカリキュラムこそが地域創生学科の一番の魅力であり、これにより日本中
の地方創生分野で活躍できる人材育成を目指します。

地域創生学科

宇都宮 仁 准教授

東京で学ぶ地域創生

学びの最前線TOPICS

地元に伝わるお祭りが存続の危機にあり、保護と活性化
の方法を学ぼうと地域創生学科を選びました。印象深い
のは、東京都豊島区にある中小規模の公園での地域活
性化イベントを企画したこと。豊島区とカフェ運営企業と
学生とでアイデアを出し合い、試行錯誤しながらPARC 
CAFEという移動型カフェを開催しました。学生同士の絆
やチームワークも強くなり、大きな達成感を味わうことが
できました。このときに実感したのは、“ 地域を元気にし
たい”という強い気持ちや愛着の大切さ。ただ、若い世代
が地元に愛着を持つきっかけがないからこそ、地方の若
者は都心部をめざし、過疎が進むのだと思います。そこで
私が挑むのは、地元の魅力を認識させ、「いつかは帰りた
い」と思わせる仕掛けを考え出すこと。これを卒業論文に
まとめることが、在学中の目標のひとつです。

 時間割の一例（3年次）

MON TUE WED THU FRI SAT

1 地域起業論 フィールドワーク
方法論 コミュニケーション

2 学融合の実践学 地域創生学
ゼミナール 比較経済論

3 地域起業論
地域経済学

中小企業論

4 比較経済論

5 キャリア育成
特設講座

6

在学生に聞く 地域創生学科の学び

VOICE

星 奏実 さん
地域創生学科 4年
福島県立会津高等学校 出身

地域活性化の原動力となる
地域愛を育む方法を探究中

● 4年間の学びの流れ

● �地域の多様なニーズに応えながら、地域創
生や地域振興の一翼を担う人材になりたい
と思っている人

● �経済学を中心として経営学・社会学などの
理論を学び、その理論を地域で実践的に活
用して行動できる人

● �地域において他者と協力して物事を成し遂
げることに意義と喜びを感じられる人

● �異なる意見や考えを持つ人と積極的にコミュ
ニケーションを取り、合意形成を行う姿勢
を持てる人

こんなキミに学んでほしい
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